
౰社は、「環境」をテーマに掲げ、金ଐ工作機械等産業
用機械に౥載される装置の設計、製作を行うメーカーで
ある。工場内の粉ਖをճ収し作業環境を改善する集ਖ機、
工作機械に取り付け੾削加工ӷのճ収、ড়化を行うクー
ラントタンクがओ力製品である。作業環境をշదに整͑、
生産性の向上とコスト低ݮ、作業者の安全や݈߁のҡ࣋
にݙߩしている。
ۙ年は、これまでओに製造、販売してきた集ਖ機とクー
ラントタンクに加͑、新たな収益のபとなりಘる製品を
開発するため、社内で検౼を重Ͷた݁果、金ଐ加工工場
で使用されている੾削༉や洗ড়ࡎ等のସΘりとして使用
Մ能な「強アルカリ電解水」に着目した。強アルカリ電
解水とは、水道水に電解質（୸ࢎカリウムなど）を加͑、
電ؾ分解することにより生成される電解水であり、洗ড়、
除ە、ফष、防ࡺに効果を発شする。金ଐ加工の現場で
は、環境に対するҙࣝの高まりから、ش発性の高い有機
溶ࡎや੾削の༉ࢷなどの使用をݮらすことがۓ٤の՝୊
となͬており、その代ସ品として強アルカリ電解水を使
用することにより、金ଐ加工者が求める *40環境規格の
実現、清ড়な作業環境、産業廃غ物の削ݮ等現場の՝୊
に対応することがՄ能となる。このことから、౰社では
本補助事業を活用し、強アルカリ電解水の生成装置を開
発し、自社ブランドの構築を目指した。

強アルカリ電解水生成装置の市場参入において、౰社
は後発企業となる。製品に༏Ґ性をもたらすためには、
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成果
試作機の評価試験、検証実験を通じ
て設計通りの成果が得られ、さらに
製造の内製化によりコスト競争力を
高めることができ、優位性のある製
品を商品化することができた。

経緯
主力製品の集塵機、クーラント
タンクと並び、新たに柱となる
製品をラインナップに加えるた
め、強アルカリ電解水生成装置
の開発と商品化に取り組んだ。

実施内容
最新の炭酸ガスレーザー加工機を導入。
強アルカリ電解水生成装置の心臓部であ
る電解セルの設計と試作品製作、筐体板
金の設計と効率的製造プロセスの構築を
経て作成した設計図に基づき、試作開発
機を製作。
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内製による価格ڝ૪力の保࣋、強アルカリ電解水生成装
置の高い能力と、高品質な電解水の生成及びこれらのҡ
。を実現し、ࠩผ化を図らなければならない࣋
このため౰社では、ଞ社製品とൺֱし、2ഒの電解水
生成能力を࣋つ装置を開発するため、最ॳに装置の心ଁ
部である電解セルの設計に取り組み、電解セルユニット
の構造や内部の電解セル部品の形ঢ়や材料の検౼から࢝
めた。
試作開発を行うにあたり、本事業により最新型の୸ࢎ
Ψスレーβー加工機を導入したことは、これまで外注に
པͬていた試作部品の内製化をՄ能とし、開発スピード
も速まり、技術の外部࿙出のݒ೦もなくなͬた。このレー
βー加工機は、多छ類の߯材੾断がՄ能なう͑、加工ス
ピードや加工精度も౰社のج४を満たすものであり、自
༝な発૝による設計がՄ能になる。そのため効率的な開
発に݁びつき、電解水生成装置本体のج本的性能をࠨӈ
する電解セル部分の情報ྲྀ出を防止するう͑からも、内
製化のҙٛは大きいものであͬた。
電解セルの部品である電極には、白金メッキを施した
チタンを用いて試作開発を行ͬていたが、୸ࢎΨスレー
βー加工機の導入後は、部品ૉ材に異߯छを採用できる
ことから、電ؾを効率よくྲྀす金ଐのબ定を行ͬた݁果、
これまでのチタンは高いコストを要することや目指す性
能レϕルに達しないことが൑໌したため、これとはผな
材料を求める必要があͬた。電ؾ఍߅率が小さいことや
コスト、ྲྀ通量を考ྀし、チタンに代Θる材料として 4
छ類の金ଐをબ定し、それぞれの෗ৰ性を検証しながら
使用する新材料をܾ定した。また、内製化により外注で
は೉しかͬたඍࡉ形ঢ়化による電解セルのද໘ੵの拡大
についてもՄ能となͬた。

電解セルの電極材料のબ定と同࣌に、このᝑ体൘金の
設計を行い、効率的な製造プロセスの構築にも取り組Μ
だことにより、高いデβイン性と商品性を有する電解セ
ルᝑ体൘金の設計に݁びつき、୸ࢎΨスレーβー加工機
の導入は、൘金部品の׬全内製化が図られ、組み立て、
ృ装工程の削ݮにもつながͬた。
平成2�年�月1日ʙ11月11日まで行ͬた開発と設計
は、ࢥいඳいていた通りの設計図が׬成した。これをجに、
平成27年2月20日ʙ3月20日に試作機の製作を行い、
その後の社内ධ価試験の݁果、電解水生成装置はྑ質な
強アルカリ電解水を生成し、試作機の性能や安全性に支
োがないことが実証された。この電解水生成装置におけ
る電解セルユニットの൘金製作は、約 70ˋまで内製化が
達成され、材料変更により価格コストは 1�5 まで削ݮで
きた。
電解セルユニットҎ外のᝑ体൘金も外注全ґ存から全
て内製化され、材料の変更によりృ装઎有部分も 1�10�
に削ݮされた。また൘金工程の׬全内製化によͬて新た
な組み立て手法も確立され、൘金外注࣌よりも組み立て
工਺が約 30ˋ削ݮされ、かつ部品の保管、管理が容қと
なͬた。

本事業による୸ࢎΨスレーβー加工機の導入で、市場
૪力のある製品を商品化することができた。この製品ڝ
の強みは長ण໋で、強アルカリ電解水の生成容量が大き
く、1リットルあたりの強アルカリ電解水の生成コスト
が低いことにある。
強アルカリ電解水は、金ଐ加工工場の様々な部門で使

用Մ能であり、多くのメリットをಘられるが、電解水生
成装置の導入を検౼していただくにはؒ࣌を要すること
は൱めない。このため、導入に興ຯをࣔした金ଐ加工業
者には、一定期ؒデモ機としてແঈିし出しを行ͬてい
る。
工作機械の੾削༉やݚ削༉の使用から、強アルカリ電
解水への੾りସ͑は、੾削࣌のແष化につながり、加͑
て੾削やݚ削の加工精度向上とともに加工ؒ࣌の短縮が
図られ、さらには੾削࣌の༉煙の発生も཈制されること
から、環境改善にもつながͬている。また、強アルカリ
電解水にΘͣかなઐ用ఴ加ࡎを加͑ることで、より安定
した加工性能がಘられるとともに、変৭のおそれのある
材料の੾削にも対応Մ能となる。
デモ機を設置したユーβーはその能力に理解をࣔして
いる。強アルカリ電解水は٬ސニーズを൓өした商品と
して今後の需要拡大が期଴される。

今後は、この電解水生成装置の大容量化や Q)�஋向上
等、製品の改ྑをॱ次進めるとともに、用్の開発に注
力していきたいと考͑ている。これまでこの業քでは、
装置の用్をお٬様に೚せる販売であͬたが、౰社では
お٬様に対し、装置の使いみちや効率のྑい運用方法を
提案し、定期๚໰を܁りฦしながら最後まで੹೚を࣋ち、
フォローする販売を確立することとしている。
このために現在、社内の人һを拡充し、営業体制を整
͑ているとこΖである。販売ઌは国内企業を対象として
いるが、ক来は東南アジアや中国の企業など、環境ҙࣝ
の高い海外企業の需要もࠐݟΜでいる。

岩手工場では部品の切断や曲げ加工を担当。開発と組み立ては本社
で行っている。

本事業で導入した炭酸ガスレーザー加工機。電解セル内部の主要部品と筐体板金の完全内製化が実現した。

強アルカリ電解水生成装置の心臓部である電解セル。

完成した強アルカリ電解水生成装置。
使用用途の提案から始まり、ユーザー
とともにシステムを構築する。

製品の改良のみならず、新たな販売ス
タイル確立の必要性も説く、代表取締
役の永吉哲也さん。

代表者名　代表取締役　永吉 哲也
設　　立　1970 年 2 月
所 在 地　〒 028-7111　岩手県八幡平市大更 2-154-25

TEL：0195-75-2231　FAX：0195-75-2232
URL：http://www.fuji-plant.co.jp

資 本 金　3,000 万円
従業員数　42 名
事業内容　各種産業用集塵機、工作機械用クーラントタ

ンクなど、環境保全に関わる機器等の開発、
製造、販売
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ੜ成૷ஔの開発
ͼ商඼Խٴ
※ඪهの事業計画໊は「強アルカリイオン水」とදهされておりますが、本จ中では「強アルカリ電解水」とදهされております。
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